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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益が高い水準で推移し、設備投資にも持ち直しの動きが

みられたほか、雇用・所得情勢も改善傾向にあり、総じて景気は緩やかな回復基調が続いているものの、消費者物価

の上昇率鈍化や海外経済の不確実性の高まり等を受けて、弱さもみられる状況のもと推移しました。

このような経済情勢にあって、物流業界におきましては、国内貨物の荷動きに改善はみられず、保管残高は前年同

月割れの傾向が続いたほか、競争の激化等もあり、厳しい状況が続いております。また、不動産賃貸業界におきまし

ては、需給改善の兆しはあるものの賃料水準の本格的回復には至っておりません。

このような状況の下、当社グループは顧客ニーズの的確な把握と適切な管理を徹底したほか、新システム開発等を

はじめとしてきめ細かなサービスを提供しながら、新規顧客の獲得、物流不動産の新規開拓等に努めてまいりました。

この結果、売上高は、貸倉庫料や不動産事業セグメント等で前年同期比減収となったものの、物流事業における保

管料等の増収により、全体として前年同期比86百万円(3.7%)増の2,449百万円となりました。また、主に修繕費等の費

用が減少したことに伴い、営業利益は前年同期比133百万円(66.6%)増の334百万円となり、経常利益は前年同期比139

百万円(72.3%)増の333百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比1,169百万円(82.8%)減

の242百万円となりました。

セグメント別の業績は、次の通りであります。

物流事業

物流事業では、貸倉庫料、運送料等が減少したものの、新規顧客の獲得や既存顧客の在庫増加等により保管料、

荷役料が増加し、売上高は前年同期比89百万円増の2,314百万円となりました。セグメント利益は売上原価の減少に

より前年同期比108百万円増の505百万円となりました。

不動産事業

不動産事業の売上高は不動産賃貸料等の減少により前年同期比3百万円減の134百万円となりましたが、経費削減

等によりセグメント利益は前年同期比微増の50百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、有形固定資産等の増加により前期末比352百万円増の13,009百万円

となりました。負債は、長期借入金等の増加により前期末比252百万円増の3,566百万円となり、純資産は利益剰余金

等の増加により前期末比100百万円増の9,443百万円となりました。

この結果、自己資本比率は72.4%となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローの増加、投資活動

によるキャッシュ・フローの減少ならびに財務活動によるキャッシュ・フローの増加に伴い、期末における現金及び

現金同等物の残高は404百万円(前期末比36百万円増)となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

仕入債務の減少等があったものの、税金等調整前四半期純利益337百万円や減価償却費180百万円の資金留保のほ

か、未払消費税等の増加等により、営業活動によるキャッシュ・フローは480百万円の増加(前年同期比309百万円

増)となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

有形固定資産の売却による収入60百万円や投資有価証券の売却による収入19百万円等があったものの、有形固定

資産の取得による支出648百万円等により、投資活動によるキャッシュ・フローは584百万円の減少(前年同期比

2,769百万円減)となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

配当金の支払額116百万円や長期借入金の返済による支出243百万円等があったものの、短期借入金の増加100百万

円、長期借入による収入400百万円により、財務活動によるキャッシュ・フローは139百万円の増加(前年同期比

1,451百万円増)となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間の業績は概ね計画通りに推移しており、平成28年１月８日に公表しました通期連結業績

予想に変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更等

(企業結合に関する会計基準等の適用)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更い

たしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方

法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会

社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載

し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売

却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方

法に変更しております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

(有形固定資産の減価償却方法の変更)

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上

の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第２四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月１日

以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 367,739 404,495

受取手形及び営業未収入金 320,046 321,293

繰延税金資産 30,994 30,994

その他 125,131 100,399

流動資産合計 843,912 857,182

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,990,373 3,863,395

機械装置及び運搬具（純額） 329,328 305,671

土地 5,654,750 5,606,238

建設仮勘定 18,457 619,822

その他（純額） 166,986 155,536

有形固定資産合計 10,159,896 10,550,664

無形固定資産

借地権 995 995

その他 40,741 46,435

無形固定資産合計 41,737 47,430

投資その他の資産

投資有価証券 1,069,364 1,007,802

従業員に対する長期貸付金 5,957 5,437

差入保証金 465,664 473,076

会員権 13,703 13,703

繰延税金資産 20,434 22,298

その他 36,227 31,896

投資その他の資産合計 1,611,352 1,554,216

固定資産合計 11,812,986 12,152,310

資産合計 12,656,898 13,009,493
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年11月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 152,181 111,898

短期借入金 - 100,000

1年内返済予定の長期借入金 921,500 848,250

未払金 43,476 15,423

未払費用 98,343 86,411

未払法人税等 12,233 98,903

未払消費税等 10,806 48,354

前受金 172,612 170,290

その他 9,474 9,464

流動負債合計 1,420,630 1,488,996

固定負債

長期借入金 255,000 485,000

繰延税金負債 569,599 552,644

役員退職慰労引当金 271,320 232,971

退職給付に係る負債 129,306 133,206

長期預り保証金 656,523 661,795

その他 11,586 11,586

固定負債合計 1,893,335 2,077,204

負債合計 3,313,965 3,566,200

純資産の部

株主資本

資本金 2,527,600 2,527,600

資本剰余金 2,046,936 2,046,936

利益剰余金 4,560,270 4,686,950

自己株式 △4,681 △5,151

株主資本合計 9,130,124 9,256,335

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 191,729 165,254

その他の包括利益累計額合計 191,729 165,254

非支配株主持分 21,078 21,703

純資産合計 9,342,932 9,443,292

負債純資産合計 12,656,898 13,009,493
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年５月31日)

売上高 2,362,457 2,449,314

売上原価 1,847,751 1,824,341

売上総利益 514,705 624,973

販売費及び一般管理費 314,216 290,959

営業利益 200,488 334,014

営業外収益

受取利息 342 132

受取配当金 3,159 3,220

補助金収入 902 -

土地区画整理清算益 - 1,731

その他 1,438 2,219

営業外収益合計 5,842 7,304

営業外費用

支払利息 12,759 7,575

その他 - 293

営業外費用合計 12,759 7,869

経常利益 193,572 333,449

特別利益

有形固定資産売却益 2,028,043 2,647

投資有価証券売却益 - 3,122

特別利益合計 2,028,043 5,769

特別損失

有形固定資産除却損 38,626 1,400

立退費用 78,434 -

特別損失合計 117,061 1,400

税金等調整前四半期純利益 2,104,554 337,819

法人税等 691,688 94,529

四半期純利益 1,412,866 243,289

非支配株主に帰属する四半期純利益 878 624

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,411,987 242,665
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年５月31日)

四半期純利益 1,412,866 243,289

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 39,569 △26,475

退職給付に係る調整額 4,642 -

その他の包括利益合計 44,212 △26,475

四半期包括利益 1,457,078 216,814

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,456,199 216,189

非支配株主に係る四半期包括利益 878 624
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,104,554 337,819

減価償却費 184,475 180,347

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △13,792 3,899

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △28,233 △38,348

受取利息及び受取配当金 △3,501 △3,353

支払利息 12,759 7,575

有形固定資産売却損益（△は益） △2,028,043 △2,647

有形固定資産除却損 38,626 1,400

投資有価証券売却損益（△は益） - △3,122

立退費用 78,434 -

売上債権の増減額（△は増加） 35,703 △1,246

その他の資産の増減額（△は増加） 5,174 25,451

仕入債務の増減額（△は減少） 50,935 △40,282

未払消費税等の増減額（△は減少） △48,039 37,547

その他の負債の増減額（△は減少） △22,764 △585

小計 366,289 504,455

利息及び配当金の受取額 3,501 3,353

利息の支払額 △13,591 △7,662

立退費用の支払額 △29,533 -

法人税等の支払額 △155,484 △19,242

営業活動によるキャッシュ・フロー 171,182 480,903

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △66,479 △648,301

有形固定資産の売却による収入 2,297,434 60,030

無形固定資産の取得による支出 △8,640 △10,227

固定資産の除却による支出 - △1,400

投資有価証券の取得による支出 △16,665 -

投資有価証券の売却による収入 - 19,339

貸付金の回収による収入 2,638 2,645

差入保証金の差入による支出 △8,584 △7,728

差入保証金の回収による収入 176 317

長期前払費用の取得による支出 △4,145 △607

その他の支出 △10,010 △10

その他の収入 - 1,850

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,185,722 △584,094

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △941,161 100,000

長期借入金の返済による支出 △268,250 △243,250

長期借入れによる収入 - 400,000

自己株式の取得による支出 △305 △469

配当金の支払額 △101,936 △116,334

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,311,654 139,945

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,045,250 36,755

現金及び現金同等物の期首残高 44,482 367,739

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,089,733 404,495
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間 (自 平成26年12月１日 至 平成27年５月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損
益計算書計上
額 (注) ２物流事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,224,898 137,559 2,362,457 ― 2,362,457

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,224,898 137,559 2,362,457 ― 2,362,457

セグメント利益 397,649 49,702 447,351 △246,862 200,488

(注) １ セグメント利益の調整額△246,862千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

なお、全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間 (自 平成27年12月１日 至 平成28年５月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損
益計算書計上
額 (注) ２物流事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,314,768 134,546 2,449,314 ― 2,449,314

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,314,768 134,546 2,449,314 ― 2,449,314

セグメント利益 505,801 50,140 555,941 △221,927 334,014

(注) １ セグメント利益の調整額△221,927千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

なお、全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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